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 組織工学において、細胞、シグナル因子及び足場材料の３大要素が重要な役

割を果たす。本研究では、細胞膜透過能を有する組織特異的な転写因子タンパ

ク質をシグナル因子として固定化した細胞外マトリックスを構築し、それを利

用した細胞分化の誘導を試みた。組織特異的な転写因子として、神経分化誘導

能を有する NeuroD2，Olig2，筋分化誘導能を有する MyoD を使用した。一方、足

場材料には、エラスチン由来配列と細胞接着配列を融合した人工細胞外マトリ 

ックスを使用し、転写因子タンパク質の固定化には coiled-coil 構造を形成す

るヘリックスペプチドを利用した。はじめにヘリックスペプチドを融合した転

写因子タンパク質を構築し、その分化誘導能を評価した。その結果、ヘリック

スペプチドを融合しても各転写因子タンパク質は、その分化誘導能を保持して

いることが明らかとなった。分化誘導能を評価した後、転写因子タンパク質を

固定化したマトリックス上で、胚性腫瘍細胞等の未分化細胞を培養した。その

結果、組織特異的転写因子に応じた細胞の分化を誘導できることが明らかとな 

った。 


